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例月現金出納検査の結果に関する報告について(提出) 

 

地方自治法(昭和２２年法律第６７号)第２３５条の２第１項の規定による検査を

行ったので、同条第３項の規定により、その結果に関する報告を次のとおり提出す

る。 

 

１ 相模原市監査基準への準拠 

この検査は、相模原市監査基準(平成２９年相模原市監査委員訓令第１号。以

下「監査基準」という。)に準拠して実施した。 

 

２ 検査の種類 

地方自治法第２３５条の２第１項の規定に基づく例月現金出納検査 

 



３ 検査の期日 

令和７年３月２７日 

 

４ 検査の対象 

会計管理者所管会計(川尻財産区及び中沢財産区を除く。)の令和７年２月分の

現金出納状況 

 

５ 検査の着眼点 

監査基準第１１条第６項第４号の規定に基づき、次のとおり主な着眼点を定め

て検査を行った。 

 (１) 公金の収支計数は出納関係帳簿、指定金融機関発行の預金残高報告書及び証

拠書類と一致しているか。 

 (２) 釣銭準備金の管理は適切に行われているか。 

 (３) 納入金額及び納入義務者に誤りはないか。 

 (４) 支出命令書の金額は、請求書等の金額と一致しているか。 

 

６ 検査の主な実施手続 

監査基準第１４条及び第１５条の規定に基づき、次の手法により検査の手続を

行った。 

 (１) 書類検査 

会計管理者の保管する現金(歳計現金、歳入歳出外現金、預り金、一時借入

金、基金に属する現金)の在高及び出納関係諸表等の計数の正確性並びに現金

の出納事務が適正に行われているかの合規性について、関係書類等を照合

し、確認した。 

 (２) 聞き取り調査 

書類検査を補足するため、必要に応じて担当者等に聞き取り調査を実施し

た。 

 (３) 現地調査 

会計管理者所管会計に係る釣銭準備金の交付課に対し、収納金、釣銭準備金

等の管理が適切に行われているか、現地調査を実施した。 

 



７ 検査の結果 

１から６までのとおり検査した限り、重要な点において、会計管理者の現金の

出納事務が正確に行われていると認められた。 

 

８ 収支の状況 

令和７年２月末日現在における収支の状況は、別紙のとおりである。 

 

以 上 



(単位：円)

前月末残高 収　　　入 支　　　出 本月末残高

27,451,948,258 8,614,353,036 20,087,889,868 15,978,411,426

-405,341,847 0 135,218,400 -540,560,247

-2,054,398,616 1,074,153,660 42,924,290 -1,023,169,246

-108,963,318 0 0 -108,963,318

0 0 － 0

24,883,244,477 9,688,506,696 20,266,032,558 14,305,718,615

-7,443,978,127 4,880,585,766 3,727,849,786 -6,291,242,147

-60,840,885 10,858,320 17,740,122 -67,722,687

39,091,180 0 16,600,540 22,490,640

2,462,888,727 3,195,929,690 4,977,969,741 680,848,676

321,846,258 10,477,956 3,405,795 328,918,419

19,951,162 192,606 262,507 19,881,261

784,116,436 533,446,511 30,877,086 1,286,685,861

-15,788,422,506 0 922,958,156 -16,711,380,662

現年度          -1,287,089,947 0 476,359,407 -1,763,449,354

継続費逓次繰越 0 0 0 0

繰越明許費 -167,497,870 0 0 -167,497,870

事故繰越 0 0 0 0

計 -1,454,587,817 0 476,359,407 -1,930,947,224

現年度          -1,085,350,626 0 16,099,904 -1,101,450,530

継続費逓次繰越 0 0 0 0

繰越明許費 0 0 0 0

事故繰越 0 0 0 0

計 -1,085,350,626 0 16,099,904 -1,101,450,530

-22,205,286,198 8,631,490,849 10,190,123,044 -23,763,918,393

49,768,288,594 225,618,036 220,508,576 49,773,398,054

1,027,508,256 2,663,375,604 2,645,988,248 1,044,895,612

53,473,755,129 21,208,991,185 33,322,652,426 41,360,093,888
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基金（内訳別表）

歳入歳出外現金

合          計

※ 本表各区分と川尻財産区特別会計及び中沢財産区特別会計の現金を合わせて一元管理している。

特

別

会

計

国民健康保険事業（事業勘定）

国民健康保険事業（直営診療勘定）

自動車駐車場事業

介護保険事業

母子父子寡婦福祉資金貸付事業

財産区

後期高齢者医療事業

公債管理

公

 

共

 

用

 

地

先

行

取

得

事

業



別　表

前月末残高 収　　　入 支　　　出 本月末残高

124,815,316 52,416,095 42,565,009 134,666,402

－ － － －

－ － － －

1,165,882,004 0 4,529,876 1,161,352,128

－ － － －

27,325 0 0 27,325

－ － － －

42,460,455 0 0 42,460,455

0 172,893,691 172,893,691 0

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

448,600 308,250 520,000 236,850

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

500,024,395 0 0 500,024,395

－ － － －

47,934,630,499 0 0 47,934,630,499

49,768,288,594 225,618,036 220,508,576 49,773,398,054

※
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　　用品調達基金

※　退職手当調整基金

※　財政調整基金

　　土地取得基金

※　社会福祉基金

　　美術品等収集基金

※　みどりのまちづくり基金

　　緑地保全基金

※　産業集積促進基金

※　道志ダム関連地域環境整備基金

※　中道志川トラスト基金

※　三井財産区運営基金

※　中野財産区運営基金

※　串川財産区運営基金

　　公共料金支払基金

※　国際交流基金

※　市街地整備基金

※　青年起業家育成基金

※　介護保険給付費等支払準備基金

※　減債基金

※　小渕財産区運営基金

※　澤井財産区運営基金

※　牧野財産区運営基金

※　日連財産区運営基金

※　名倉財産区運営基金

※　佐野川財産区運営基金

※　串川財産区山林管理基金

※　鳥屋財産区運営基金

※　鳥屋財産区山林管理基金

※　青野原財産区運営基金

※　青根財産区運営基金

※　吉野財産区運営基金

※　寄附金積立基金

※　公共施設保全等基金

※　相模川ダム周辺地域振興基金

※　岩本育英奨学基金

※　文化振興基金

※　子ども・若者未来基金

※　川尻財産区運営基金

※　中沢財産区運営基金

※　都市交通施設整備基金

※　地球温暖化対策推進基金

※　国民健康保険財政調整基金

　　収入印紙購入基金

※　学校施設整備基金

　　災害救助基金

※　まち・ひと・しごと創生基金

　　（基金一元化分）

計

資金管理が一元化されているため、各基金別の内訳は算出されず「（基金一元化分）」各欄に合計額のみ表示


